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規

則

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
十
一
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
一
号
）
第
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
（
総
ト
ン
数
（
船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
数
値
に
ト
ン
を
付

し
て
表
し
た
も
の
を
い
う
。
）
が
百
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
船

舶
」
に
、
「
、
次
に
」
を
「
、
当
該
各
号
に
」
に
、
「
若
し
く
は
措
置
の
履
行
に
」
を
「
の
履
行
に
」

に
、
「
の
い
ず
れ
を
も
て
ん
補
」
を
「
を
塡
補
」
に
、
「
又
は
次
に
掲
げ
る
損
害
の
賠
償
の
義
務
若
し

く
は
措
置
」
を
「
又
は
そ
の
賠
償
の
義
務
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
船
舶
に
貨
物
又
は
燃
料
と
し

て
」
を
「
国
際
航
海
（
船
舶
油
濁
等
損
害
賠
償
保
障
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
四
十
一

条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
国
際
航
海
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
事
す
る
船
舶
（
以
下
「
外
航

船
舶
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
（
船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年

法
律
第
四
十
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
数
値
に
ト
ン
を
付
し
て
表
し
た
も
の

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
百
ト
ン
以
上
の
も
の
及
び
国
際
航
海
以
外
の
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
（
以

下
「
内
航
船
舶
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
も
の

船
舶
に
」
に
、
「
船

舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
油
」
を

「
船
舶
油
濁
等
損
害
賠
償
保
障
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
原
油
等
及
び
同
条
第
七
号
に
規
定
す
る

燃
料
油
等
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

外
航
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
百
ト
ン
以
上
の
も
の
及
び
内
航
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が

三
百
ト
ン
以
上
の
も
の

船
舶
が
座
礁
、
沈
没
等
を
し
た
場
合
に
お
け
る
難
破
物
の
除
去
等
の
措

置
（
船
舶
油
濁
等
損
害
賠
償
保
障
法
第
二
条
第
十
七
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
を
い

う
。
）
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
よ
り
生
ず
る
損
害
の
賠
償
の
義
務

第
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
船
舶
の
所
有
者
等
」
を
「
外
航
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
百
ト
ン
以

上
の
も
の

船
舶
の
所
有
者
等
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
中
「
港
湾
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
」
を
加
え
る
。
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別
記
第
一
号
様
式
そ
の
一
中
「船

舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法

」
を
「船

舶
油
濁
等
損
害
賠
償
保
障

法
」
に
、
「あ

た
っ
て
は

」
を
「当

た
っ
て
は

」
に
改
め
、
同
様
式
そ
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（第17294号）東 京 都 公 報令和3年3月15日（月曜日）３

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
別
記
第

一
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
二
百
六
十
七
号

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
建
築
士
の
免
許
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
及
び
建
築
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五

年
建
設
省
令
第
三
十
八
号
）
第
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

菊
池

裕
一

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
二
九
五
九
九
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

江
幡

松
雄

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
七
一
六
九
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

堀
江

一
守

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
三
四
七
八
一
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

吉
次

英
一

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士



令和3年3月15日（月曜日）東 京 都 公 報（第17294号） ４

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
四
三
九
四
八
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

紫
芝

洋
彦

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
六
四
五
三
五
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

西

眞
弘

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
一
六
八
四
一
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

平
川

結
斗

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
八
二
三
四
三
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

飯
川

均

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
二
四
一
九
七
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

高
橋

武
信

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
一
七
一
九
五
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

田
澤

與
志
治

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
三
一
一
三
五
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

三
井

計
佐
美

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士
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登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
二
二
六
五
五
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

福
島

ゆ
り
か

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
八
三
四
八
七
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

山
嵜

明
美

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
六
〇
八
一
八
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

川
村

哲
夫

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
六
二
六
九
一
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

畠
山

圭

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
八
二
八
一
五
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

小
田

格
史

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
二
〇
九
七
二
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

塩
原

國
隆

建
築
士
の
別

木
造
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
四
〇
二
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

塚
原

重
満

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士
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登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
三
七
三
九
八
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

山
本

憲
弘

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
一
九
五
〇
五
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

伊
藤

岱
吉

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
一
七
四
五
六
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

中
島

誠

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
二
四
四
五
七
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

佐
藤

俊
行

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
八
四
二
二
七
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

大
﨑

拓
也

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
六
九
二
七
五
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

岩
澤

洋

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
五
三
七
八
七
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

石
田

桂
一
郎

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士
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登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
四
六
三
七
一
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

萩
野

日
向
子

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
八
六
九
八
七
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

中
村

俊
朗

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
二
八
三
七
八
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

来
住
野

利
男

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
四
〇
四
二
三
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

田
中

和
博

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
二
三
三
一
三
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

西
巻

泰
平

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
七
二
一
八
五
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

石
井

純

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士

登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
一
四
三
七
〇
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

令
和
三
年
二
月
一
日

二

免
許
を
取
り
消
し
た
者

氏
名

竹
澤

要

建
築
士
の
別

二
級
建
築
士
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登
録
番
号

東
京
都
知
事
登
録
第
一
六
二
二
五
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

◉
東
京
都
告
示
第
二
百
六
十
八
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
西
武
鉄
道
新
宿
線
（
井
荻
駅
〜
西
武
柳
沢
駅
間
）
連
続

立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
案
に
係
る
見
解
書
の

提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
東
京
都

東
京
都
知
事

小
池

百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

西
武
鉄
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

喜
多
村

樹
美
男

埼
玉
県
所
沢
市
く
す
の
き
台
一
丁
目
十
一
番
地
の
一

二

対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

西
武
鉄
道
新
宿
線
（
井
荻
駅
〜
西
武
柳
沢
駅
間
）
連
続
立
体
交

差
事
業

鉄
道
の
改
良

三

対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
西
武
鉄
道
新
宿
線
の
井
荻
駅
か
ら
西
武
柳
沢
駅

ま
で
の
間
の
約
五
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
連
続
立
体
交
差
化
す
る

も
の
で
あ
る
。

四

評
価
書
案
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
主
な
意
見
及
び
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
事
業
者
の
見
解
の
概
要

対
象
事
業
に
つ
い
て
、
都
民
の
意
見
が
七
件
、
事
業
段
階
関
係

区
市
長
か
ら
の
意
見
が
三
件
あ
り
、
意
見
の
内
容
は
、
騒
音
・
振

動
、
土
壌
汚
染
、
日
影
、
電
波
障
害
、
景
観
及
び
そ
の
他
で
あ
っ

た
。事

業
者
は
各
意
見
に
対
し
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は

別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

五

見
解
書
の
縦
覧

㈠

期
間

令
和
三
年
三
月
十
五
日
か
ら
同
年
四
月
五
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

㈡

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢

場
所

ア

杉
並
区
環
境
部
環
境
課

杉
並
区
阿
佐
谷
南
一
丁
目
十
五
番
一
号

イ

練
馬
区
環
境
部
環
境
課

練
馬
区
豊
玉
北
六
丁
目
十
二
番
一
号

ウ

西
東
京
市
み
ど
り
環
境
部
環
境
保
全
課

西
東
京
市
泉
町
三
丁
目
十
二
番
三
十
五
号

エ
コ
プ
ラ
ザ

西
東
京

エ

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

オ

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号

東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階
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